
マジョリカ(マヨル力)模造真珠

ジ、ユン ハナノ、メアリー ワイルドマン、フィリップ G.ヨークウィッツ共著

真珠は最も人気のある宝石材の一つで

あるが、良質の模造真珠が製造できる

程度に技術が発達したのは、ついこの二、

三十年間のことである。マジョリ力 s.A. 

の製品は、外観が海水養殖真珠に驚くほど

似ている。この模造真珠は現代的なスタイ

ルで、金位の高い金にセッ卜されることが

多く、世界中で販売されている。本論文で

はマジョリカ模造真珠の歴史、製造法と

販売法、及びマジョリカの製品を養殖

真珠と区別する方法を検討する。
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養殖真珠の価格が上昇し、希少な天然真珠の価格は

天文学的な数字であるので、人々は入手しやすい代替品

として模造真珠に目を向けるようになった。アメリカ

大統領夫人パーパラ プッシュが人造真珠をトレード

マークにしているのも、 ζのファッションの代替品に何

百人もの関心を集めるのに一役買っているけイト、 1990)。

現在入手可能な模造真珠の中でも、マジョリカの製品が

おそらく今日最も広く販売され、製造法も非常に正確で

あろう。その売上高は一般大衆の関心の高まりを反映

している。すなわち、 1986年から 1989年の聞に

総売上高が 50%増加した(6000万USドルになった)の

である。マジョリカ模造真珠は養殖真珠に非常によく

似ている。(図 1)が、全く異なった方法で製造

される。

1989年秋、著者はバルセロナにあるマジョリカ S.A.

の本社とスペイン東海岸沖のマジョルカ島にある同社の

工場とを訪れた。会長のハイメイ ベリパネスや取締役

副社長のルーイース ボネル等、多くの上級管理職の

人々にインタビューし、さらに滅多に見られない実際の

製造工程という舞台裏を見る己とによって、マジョリカ

模造真珠の概念を包括的に捕らえることができた。

本論文では、との模造真珠の歴史とその製造方法に

ついて概観し、入手可能な様々な製品とその販売方法を

説明し、マジョリカ模造真珠と海水養殖真珠の識別法に

ついて検討する。

コイヲラ、ロレツヲラーフ、シェーンマヲレアヘエトズミシオロウス 居室5E.白勺タト径見
キー、サムミュールマイスター、イレーヌライニッツ、 G.Y.シェシ及び

ロハートウエjレデン'b，~常fL:tß7Jしてくださいました。 マ ジ ヨ リ カ 真 珠 の 話 は 1890年に始まる。 ドイツから
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の移民エイデュアルド ヒユーゴー ハースがこの年、

スペインのバルセロナに小さい工場を設立したのである。

(J. ~911ね、私信、 1989) 。と己で彼は針、留め金、ファス

ナ一、模造真珠のボタン等の裁縫用小間物を製造し、

1 900年代初期にはジュエリー用の模造真珠の生産を
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図1 マ:;ョリカ S. A. I草

葺殖真珠に非常によく似たt量i草
耳障を製造している。この6

mmの模造郭紙、同祉の「レ

ディDiJジュエリのライン

のものである。マヲョリカS

A 提位。シェー四ン マヲレア
ー措置2。

開始した。己の初期の模造品は、基本的にはガラスの 者たちが集合し、外観が天然、の真珠に全く等しい特殊な

ビーズを人造樹脂でコーティングしたものであった。 模造真珠を創り出そうと話し合った。外観を天然に

時とともに己の事業は大きく進歩し、拡張された。 近づけた製品を生産しようと決定してから 12年後の

1951年になって、研究の結果、ょうやく現在マジョ

1 920年にハース家は工場をマジョルカ島に移転 リカという名前で販売されている犠造真珠が生まれた。

した。この島はパレアレス諸島で最大の島で、地中海に

あってバルセロナの南東約 180kmに位置していた。

マジョルカ島が湾ばれたのは、地理的に孤立しているの

で当時スペインを悩ませていた政治的社会的不安から

比較的自由だったためでもあったが、繊細なレースの

メーカーがある地ということも理由となった、その

器用さはビーズを糸でつなぐのに貴重になるであろう。

スペイン内乱が終結した 1989年、ハース事業の経営

Majorica Imitation Pearls 

198 9年までは、ハース家の模造真珠はすべて、

単に「スペインの真珠Jという名前で販売されていた。

しかし新製品はマジョリカ (Majorica)と命名された。

Majoricaというのは、現在 Majorca、スペイン語では

Mallorcaとして知られる島の、古代ローマ語の綴りであ

る。己れは 1950年にスペインで、そ して

1 96 1年には世界でハース社の模造真珠にのみ用いら

れる商標となった。世界中で使用されているこの商標で
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唯一の例外はブラジルで、周囲は人造の模造真珠の輸入

を許可していない (J.~9!1以、私信、 1989) 。

現在マジョリカ S.A. は確立した己の商標名を維持する

のに苦心している。というのは、との島の他の模造真珠

製造業者が、現在の綴り通りの「マジョルカ (Majorca)

真珠Jという名前で製品を販売しているのである。綴り

にごくわずかな遣いしかないので、消費者に混乱を招く

可能性がある。

全住 居室

マジョリカ S.A. の生産する模造真珠は、 2種類の

成分で構成される。半透明から不透明のホワイトの

ピーズの核(図 2)とイリデッセンスのある特殊な

コーティングである。核を形成する材料はベルギーから

輸入される。マジョリカの人々はこれを「オバレーン」

と呼んでいる(L.科I~、私信、 1989) 。透過照明を当て

拡大して検査すると、コーティングしていない核の

サンプルには気泡及び渦巻状の条(図 3)が見えた。

固で見たこの特徴と 1.52というスポット屈折率は、

ガラスに典型的なものである。 ζの材料の性質を確認

するため、 GIAジェム トレード ラボラトリーの

ロパート ケインに頼んで X線粉末回折分析をして

もらった。彼はダイアモンドのスクレーパーを使用

して、サンプJレの核から微量の粉末を取り出した。

ζれで生じた X線回折パターンには、結品質構造の

図2 マヲョリカ様遣真珠(:1<1:一般に、この臣回ような透明。、ら司程8j扮ホワイ

トの核が官まれている。マジョリヵS.Aいでは『オバレーンJと呼l<ihへ核を
蹄成するのに告をわれるこの材質は、望書壇巴は鉛ガラスである。ロパート ウエル

タンll!i.。
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図3 マジョリカ ピーJての抜を10借巴拡大して棋宜すると、ガラス{乙典型的
な渦巻状の晶および書官勧切ることが相周した。額融鏡写真はジョン I コイ
7ラ捕監。

様子は見られなかった。己れにより、己の材料が

非晶質で、おそらくはガラスであることが証明された。

その後、 GIA研究部門のサム ミュールマイスターと

エマニュエル フリッツ博士がとの伺じ材料でエネル

ギ一分散X線蛍光 (EDXRF) 分析を実施し、核の材料が

珪酸鉛であることを確証した。

核は、必要なサイズや形状に応じて、 2通りの方法のう

ちいずれかで生産される。現在のと己ろ、 9mmを越え

る球形の核とベア・シェープの核はすべて全工程手作業

で作られている(図 4)。特別に訓練された技術者が、

細長いガラス棒を、固定した高温の炎に当て、棒の先端

が玉状に溶けて回転する金属線に付くよう加工する。

著者が工場を訪問中には、この核を手作業で製造できる

のは女性 2人だけであった。とれより小さく丸い核の

場合は、かつては 240人もの人員が必要だった作業が

オートメーション化されていた。社内の技術者が設計

した特殊な機械類により、材料が金属線上で球形に溶解

する。この線は、ポストを付けるために部分的に埋め込

むか、ある~~は糸を通すために核を完全に貫通する。

仕上げ加工したピーズは、真円度を検査し(図 5)、

品質基準に合わないものは取り除かれ、これよりグレイ

ドの低い模造真珠に使用するために取っておく (E.1'J'J7、

1985)。最後に、ビーズを酸浴に入れて金属線を溶解さ

せ、ふるいにかけ、 0.2mmの範囲でサイズを分類する

(図 6)。

GEMS&GEMOlβGY Fall 1990 

巾'_'''i'市町';"l!;w!ラ♂"".. ~叩明... 酔 1

bos
長方形



図4 核は大部分がマヨョリ力の尊芹抑櫨械で生産吉れるあ{， 9mmを超える核

やペア・シェブのピズ{ζ置用吉れる核ま、 般に手作りである。今日 lまlま

完聾なガラスのビーズを作る技術を持つのは、わずお敬人目立性史けである。と

由図では、技術者が片手に提を調節し、もう一方町手で核を耳生成するガラス棒を

操作している。樽の先端を、 E剥主に培解し始めて回転する繰巴付くまで、員に当

てて加工する。ジューン ハナノ措置弘

工程の 2番目の要素は、マジョリカ S.A. で「エッセン

ス オプオリエント」または「パールエッセンス」

と呼ばれる材料を核にコーティングする。乙の材料はマ

ジョリカで開発された専用の工程で生産されたものであ

る (J.ペリJItλ私信、 1989)。コーティングに使用される原

料は、大西洋で見られカナリア諸島付近に集中する魚の

うろこから取る。マジヨリカ S.A.は必要な魚のうろこ

を取りながらも魚を食料として販売できる状態にしてお

く特殊な機械を開発した。集められた魚のうろこはバル

セロナに送られ、ことで魚のうろとのイリデッセンスを

生じる物質を取り出す。着色剤や結合商jと混合して

「パール エッセンスJの形を作るのはとの物質である

(図 7)。この透明から半透明の物質を、ビーズに何層

も塗布すると、光の干渉と回折が生じ、乙の模造真珠に

見られるスベクトルの色ができるのである。

「パール エッセンス」は 17世紀後期にジヤカンと

いうフランスのロザリオ作りが発見した。彼の話では、

恥4吋oricaImitation Pearls 

"台演E時時湾頭車菊事古プ守「

図5 ガラス ピズの核を回転させ、真円度を槙宜する。平合悼の核とは印を

つけ、植でこれより怪いクレイド由真韓{ζ住用する。マヲョリ力S.A はこ机

を~IJの商品名で販売している。ヲューンハナノlUi。

図6.核が棋査に台描すると、畠『ストランドJを勘右に入払元々形成された

とき巴あっ正ワイヤーを除去する。;11.巴、このE同ようなばらばらのビーヌをZ、

るいで選別し、 O.2mmの丘差でサイズを骨類する。;;ューンハナノ1陪"



図7.ヰイカーを模倣するため巴マヲョリカ模i量賓珠で直用されるイリテッセン
スのある物問(rパールエッセンスJ)I草、需のうろこから抽出したタアニン

を結合剤及び着色剤と耳ぜて作る。ヲュンハナノ損居。

彼の召使がプリークという魚 (Alburnuslucidus)のうろ

こを取ると、水にイリデッセンスのある反射があった。

さらに詳細に検査すると、己の反射はうろ己を覆う細か

く薄い幕が溶解して生じたととが判明した。そ己でジャ

カンは水をこして真珠質の物質を取り出し、己れにニス

を混ぜた (?1材、 1985)。それ以来、イリデッセンスは魚

のうろこを覆う皮に埋め込まれた微小な結晶により生じ

るとされてきた。との結品はグアニンという名前の有機

老廃物で、尿酸と深い関係がある (7ァ寸、 1986) 0 1リッ

トルのエッセンスを作るのにプリークが約2，000匹必

要なので、ミカード、錬、鮭等の他の魚も用いられてき

日

~。

GIAの研究部門はニコレット 60SXフーリエ変換

赤外線 (FTIR)分光器を使用して、プラックのマジョリカ

模造真珠 1個及びホワイト 1個のコーティング材を分析

した。そのデータは、近赤外線範囲、つまりガラスの核
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による吸収全体以外に、グアニン (C.H.N.O)の

基準スベクトルと一致する弱い特徴がある己とを示した。

コーティング工程の準備に、ガラス ビーズを枠にセッ

トされたポストに付ける。次にビーズは連続的に何回も

浸すのと乾燥をくり返すステップに入る(図8)。己の

図8. rパールエッセンス』をコーテインタする準惜fl埋置で、ガラス ビーJて

の核をポストに付ける。;)1.に浸して車器量させる一週四ステップを経る。ステッブ

聾にクリーニングし、研Eする。最終的なコーティンずでは、マジヨリ力It、

墨面在国〈し紫9H粉、ら色を保草する特障な化学軍品在住用している。とのEゅ
ように手で晶理するビーズもあるが、大半lまオ トメーションで処理吉れる。
;;ューンハナノ蝿軒。

ステップ毎にクリーニングし研磨するが、そのブラシは

だんだん細かいグレイドになる。最終的な製造段階では

特殊な化学薬品、おそらくは酢酸セルロースと硝酸セル

ロース{リイ、 1986)に浸して、有機物質を重合させ、表面

を固くし、欠けたり紫外線を浴ぴたりする(変色の原因

となる可能性がある)のを防ぐ。マジョリカは己の製品

が劣化しないととを 10年間保証する。

浸す工程でコーティングが尾のように蓄積するので、

ビーズは 1個ずつかみそりを使って手でトリミングし、

さらに完全な球形にする(図日)。しかし検査した

模造真珠の一部で、トリミングの後に最終的に化学薬品

に浸した証拠が見られた。拡大すると、透明な層が

ドリル ホールを覆っているのが見えた。マジョリカの
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図9.量桂由コーティンヅが詑燥したら、尾のように蓄積したパールエッセン

ス〈却を手てトリミンクする。これこよって吉らに完蟹耶彬〈右〉巴なる。

ロパート ウェルダメUJ。

話 に よると、仕上げ加工したビーズに総生産量の 約

25%が品質基準に合格せずに破壊される (J. 'I ~IIね、

私信、 1990)。

仕上げ加工した模造真珠は、イアリング、ベンダント、

ピン、または指輪に使用するために枠付けされるか、

あるいは絹 80%レーヨン 20%のストランドに遇され

る。連組み作業は、家内労働者に下請けに出され、

彼らが年間 25 0万 本 の ス ト ラ ン ド を 結 ぶ (L.科晶、

私信、 1989)。仕上げ加工され選JlrJされたストランドは

次に、特殊な機械にかけられ、乙の機械は数分間模造

真珠を文字通り「叩き」、耐久性を確認する(図 10 )。

ストランドは、品質管理に合格したら、タグと番号を

付け、特有のレッドのジュエリー ケースに入れ、

最終的に販売する。

恥1ajoricalmitation Pearls 

図10最終傍皆として、仕上げ加工し選択されたマジョリカ ビーズのストラ

ンドは、晒しい耐久性謁貴巴b'ttられる。ここでは、珂年間もの着用技態をシュ

ミレートするために、ストランドを田監する樺巴文字通り「叩きつける」特殊な

揖械巴かける。 5iュンハナノ撮艶。

て7 三P ョリブコ主主主王朱α〉

自でF豆たタト雀見

[色】 マジョリカ S.A. が生産している主な色

はクリーム ロゼ、ホワイト、ブラック及びグレーであ

る(図 11 )。主な色は 3つの重要な市場、つまりヨー

ロッパ(クリーム ロゼ)と合衆国(ホワイトがかった

クリーム ロゼが増加中)、日本(クリーム ロゼ)、及び

図11.8mmのマヲヨJ);力機遺寓珠由このストランドは、生産される主な4色k

つまりホワイト、クりーム ロせ、クレー、及びヲラッ?の典型である。ロパー

トウエルず::;!U言。
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スカンジナピアと中国(ホワイト)の需要によって決ま

る。クリーム ロゼはマジョリカの総生産量の 85%を

占め、ホワイト、グレーとブラックが残りの 15%を占

める。ホワイトは生産するのに最も費用のかかる色であ

る。魚のうろ己からグアニンを抽出してホワイトを出す

のも、 その 「パ ールエッセンス Jをビーズに塗布

するのも、より困難だからである。溶液にわずかでも

汚れ(例えば塵)が入っても色が汚れる(し称Ik私信、

1989)。

大きい真珠を明らかに好み、大きい南洋養殖真珠の

人気が高まっているお蔭だとしている。

【形状】 マジョリカ真珠は大半がラウンドであ

るが、半球、ハート シエープ、ベア シェープ、オー

バル等、他の形状も生産されている。バロック シェー

プも少量ある。しかし己の種の形状は、製造するのが

比較的難しいので、金銭的に多くの養殖淡水バロック

真珠と競合できない。

【サイズ] マジョリカの模造真珠は、 1mmと 貝反 ラ宅

いう小さいものから、 2 2 m mという大きなものまで

ある。 6mmから 7mmのビーズが市場では優勢で、

8mmがすくその後に続く (J.ベリII*，.、私信、 1989)。

比較的大きいサイズ (10mm以上)に対する需要が米国

市場で急増している。マジョリカはとれを、大統領

夫人のバーバラ プッシユが模造真珠を使用し、比較的

1 9 5 5年には、マジョリカ模造真珠はスベイン以外

ではほとんど知られていなかった。現在では、マジョリ

カの製品は 76の国々で販売されている。米国や海外の

大手デパートと共同の宣伝が、己の国際的な認識を刺激

した。現在最大の市場はスペインで、米国、フランス、

事実ユー 逼水聾殖真障と4色町マヲョリカ模造真珠の呈E学的特性の比較 a

逼水轟殖 マヲョリ力 マヲョリカ マヲョリカ マヲョリ力

試 駿 真暗 ホワイ卜 クレー クリームロぜ ヲラッヲ

屈折率 1.53-1.68 1.4日 1.4自 1.48 1.48 
(スポット〉 〈裡屈折率の瞬き〉

比 重 2.72-2.7日 2.67 2.57 2.67 2.51 
〈静水法〉

!l 度 3 2-3 2-3 2-3 2-3 
(コーテインクツ 〈コーテインク〉 (コテインク7 (コーテインク〉

×線写真 大きい枝、核とネイカ眉 不透明 不透明 平週明 不宣明
の対照が明瞭

X 線蛍光 かすかから中位田 強いイエロー 無 強いイエロー 辞。
グリーニッシュホワイト

輯升繰蛍光 常:1J、らかす力、、中位の 比較的弱いピンヲ 揖 弱いピンヲ 甲昆
短 波 クリニッシュフルー

長 波 時から中位の 弱。ピンヲ 111 無 龍

タリニッシュフルー

塩 酸 弘司包 甲且 置 情 官忌
(10%高，官〉

ドリルホール ネイ力とマザ ・ォ7・ 暗い骨髄層がない; 同 同 同
の拡大 パール核の間巴暗いコンキ 不揃いの繍

オリン眉，鋭い端

歯巴よる試駿 ざらつく ;骨らか ;骨らか ;骨らか i骨らb、
.!i主主は海水聾殖真珠数億及び喜色カテゴリーの代表的な 8mmのマヲヨリカ ビーズ1個ずつで、 G工Aヲェム トレ ド ラボラトリー社(ニューヨーのの

デビッド ハーゲツトが劃施した。
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そして驚く己とに日本が4ζ れに続く (L.1ィ ~J. ト 71/ 、

私信、 1990)01989年に、マジョリカ S.A.は模造

真珠の総売上を6.000万usドルと報告した。

国給は 45の多様な国給業者が管理する。彼らはジュエ

リーをジユエリー庖やデパート、さらに航空会社、免税

底、観光船のギフト ショップ、軍事基地、ブティック

に卸している。ジュエリーは受けた注文に直接応じてし

か生産されない。己れはすべてバルセロナにある本社を

通じて処理される。在庫は最小に抑えられている。

マジョリカは引き続き生産ラインを拡張している。

現在同社は、米国市場に対しては 14Kの金やカラー

ストーンを入れてデザインし、ヨーロッパの市場に

対しては 18Kの金とダイアモンドのアクセントを

入れてデザインして、製品の魅力を高めようとしている

(A.ヨー相、私信、1989)。

lli監男リ

ジュエラー・ジェモロジストにとって最も重要なのは、

マジョリカ模造真珠を乙れより高価な海水養殖真珠から

区別することである。天然真珠である可能性もあるが、

己れは今日では極端に珍しいので、本研究には含めな

かった。しかし天然真珠の表面特徴は大半が養殖真珠の

特徴と重複するので、鑑別の手がかりはほとんど同じで

ある。

この 2つの製品を区別する基準を確立するため、マジョ

リカ真珠の 16インチのストランド 4本 (8剛のホワイ

ト、クリーム ロゼ、グレー、及びブラックのビーズが

1本ずつ)(再び図 11参照)から代表的なビーズを l個

ずつ、標準的な宝石学試験にかけた。次にその結果を、

色と形状が同じような海水養殖真珠数値で得た結果と

比較した。結果を表 lで報告し、以下で検討する。

訓練を受けていない自には、マジョリカ模造真珠は海水

養殖真珠に非常によく似て見える(図 12 )。養殖真珠

の一部に見られるオリエントに似たイリデッセンスが、

マジョリカにも認められる己とがある。しかし養殖真珠

ではこの現象は、滑らかな表面ではなくむらのある表面

により一般的に生じる。マジョリカ模造真珠の場合、

目立つイリデッセンスは滑らかな表面とー絡に見える

ととが多い。マジョリカ ビーズは光沢も非常にあり、

乙れはイリデッセンスや滑らかな表面とともに、ピーズ

Majorica lmitation Pearls 

間引"l'l哨朝時帯丹市市u:r;T-;

図12.m院を受けていな日目で1.，マヲョリ力構造部制膏殖煎章と澱司する
ことがある。大きいlまうのビーズはマヲヨリ力慎重郭車で、小古川まうの2啓明

ストランドは聾殖郎家である。シエンマヲレア-j服九

が模造品ではあることは視覚的に示すものとなる(図 1

3)。他の模造真珠は大半が生産工程にビーズを樹脂に

浸すか、あるいは、あるいはビーズに樹脂を塗る段階が

あるので、己れらの模造真珠にはマジョリカの製品や養

殖真珠のようなイリデッセンスがない。

目で見た観察が常に決定的とは限らないので、マジョリ

カ模造真珠と養殖真珠の区別に宝石学検査が必要なこと

もある。我々の判断では、 ζ の区別は 4種類の検査で

決定できる。すなわち屈折率、拡大、 X線写真、及び

歯による試験である。

表 lで示すように、マジョリカ模造真珠のスポット屈折

率は、養殖真珠より明らかに低い。マジョリカ ビーズ

は複屈折率も示さない。

ドリル ホールを 10倍に拡大しでも、決定的な区別が

できることが判明した。養殖真珠には薄く大抵暗いコン

キオリンの層があって、マザー・オプ・パールのビーズ

の核とネイカーを分け、ドリル ホールの端は鋭く
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図13.オリエントという名で知られるスベヲトル叩色は、書面。%、らな聾殖真

暗でもっともE臓である。しかし、マ;/ョリ対話真珠は、比側世骨らかな表面
とともにイリデッセンスを呈することが書し、。巳軍軍なイリテッセンスと滑ら沿海

表面白〈鴨殖草葺としては〉珍しり組み合わせが、ピス'が実際巴はマジヨリ力
視道陣素である己との目で見えるしるしとなる。ロパート ウェルヂン措置世。

図14.10惜の借率で検査すると、聾殖真珠のドリルホールは外側のネイ

力世田層がマザー・オフ・パル核と、わずtl'(i.:崎山コンキオリン眉によって
骨11らねているのが見える。ホルの措も鋭〈鮮明である。額融鏡写真は~ョ

ン 工.コイフラ揮監。
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明瞭である(図 14 )。己れとは対照的に、 7ジョリカ

模造真珠のガラスの絞とコーティングとの聞には分け目

がなく、ドリル ホール自体にコーティングの不婦の

端が見える(図 15 )。倍率を上げて(50X)で表面を

見ると、養殖真珠のネイカーには波状の凸凹があるのに

対して、マジョリカ模造真珠はこれよりくぼみのあるあ

ばた状のきめが見られた(図 16 )。

X線写真では、マジョリカ模造真珠はほぼ不透明で、

ビーズ核とコーティングに区別がない(図 17)。養殖

真珠の核を形成するマザー・オプ・パールのビーズは、

マジョリカの製品のガラス ビーズより互重盟星空

葦ム三基丘、通常はネイカーの層と核とでは透明度に

大きな差がある。

区別が最も容易にできるのは、歯による検査である。

前歯の、物を噛み切る先端でそっと擦ると、養殖真珠は

ざらつくが、マジョリカ真珠は滑らかに感じる。しかし

己れは破壊検査である。また、マジョリカ S.A.が著者

に示したところによると、同社は表面のきめがざらつい

た製品を生産する技術はあるが、意図的にそうしないよ

う決定した (L.科晶、私信、 1989)。他の製造業者は己れほ

ど良心的ではないので、ざらついたきめであっても、と

の検査では他の模造真珠の可能性はなくならない。

実施した他の検査に関しては、比重及び硬度の結果は、

マジョリカの製品と養殖真珠とで等しかった。 X線蛍光

図15.図14とは対閥甘こ、マジョリカ ピー丈のドリルホールはコーテイ
ンタの措b坪j闘いで、ガラスの核との分かれ目b旬用華でない。顕融揖阜寓はvョ
ン工コイフラIW，。信"'10情。
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は X線写真と組み合わせると決定的と考えられるが、

この検査は単独で用 いるには有用性に疑問がある 。

長波 紫外線及び短波紫外線に対する蛍光も、これと

同様である。 10%の塩酸溶液に対する反応は非常に

信頼できる(養殖真珠は発泡するが、マジョリカ模造

真珠は発泡しない)が、この検査は非常に破壊的なので

推奨できない。また、他の模造真珠で発泡するものも

ある CC.7ライト、私信、 1990)。

拡大して見えるコーティングまたははネイカーの厚さ去

さらに実証するために、 GIAジユエリー製造技術部門

の C.Y.シエンがマジョリカ模造真珠 1個及び養殖

真珠 1個を半分に切って比較した(図 18)。養殖真珠

ではマザー・オプ・パールに核の波状で平行な構造が

見え、己れが暗いコンキオリンの層で囲まれ、最も

外側にネイカーの層がある。ネイカ一層の厚さは挿核

さ れた貝が収穫される 前 に 成 長 す る 時 間 の 長さに

Majorica Imitation Pearls 

~開相時平軒持師寺町_，，'_".".;"_

図16.50!査の拍車では、蕃

殖真珠由表面〈おは一般巴階

段壮由連みを見せるが、マヲョ

リカ模遣真茸舟表面(右〉はよ

り凹んだあば正技のきめを見せ

る。額融鏡写真lま:;ョン I 

コイブラ1m。

図17.X線写真ではマジョリカ橿遣真珠(この殴では最も大きいピズ)は

飯巴葺殖真珠と比鮫して非常巴不透明である。 X線写.，まロパート E ケイy

j限九

図1日. 般に、葺措置隣(左つ

のヰイカー買の層lま、マラョリ
カ横遣耳障〈右〉の「パール

エッセンス」のコーテインクよ

りはるb吃厚い。またこの断面

では、蕃殖茸珠珂マザ ・オフ

パー凡咽桔は波状で平行な楠置

であり、マジョリ力構造耳障の

ガラスの核巴は渦巻社の晶S肋f

ある。ヲョン 工.コイヲラ1副監。
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よって異なる。しかし一般には己れは、マジョリカ

模造真珠のガラス ビーズ上のコーティング(図 18の

0.2mm)よるはるかに厚い(図 18の断面の 0.5-

0.8mm)。マジョリカ模造真珠にはガラスの核の渦巻状の

条も見える。ととでも核に気泡が認められた。

平均的な着用中に重要な関心事となる点から、耐久性

試験を行った。クリーム ロゼのマジョリカ模造真珠を

香水に 1週間浸してからカリフォルニアの夏の太陽に

1週間さらした。試験ストランドを試験していない

同色のストランドと比較すると、試験したピーズに色の

変化は認められず、糸がわずかに黄ばんだだけであっ

た。乙の試験は決定的なものではないが、この製品の

おおよその安定性については何らかの手がかりが得られ

る。

系吉 言命

も多様であるが、最も人気のあるのはラウンドで 6-7

mmのクリーム ロゼのビーズである。マジョリカの

ジュエリーは世界中で販売され、 1989年には売上高

が6，000万usドルに逮した。

一目見ただけでは、マジョリカ模造真珠を養殖真珠と

間違う可能性があるが、‘標準的な宝石学的検査で容易に

区別できる。マジョリカの製品の高い光沢、プレミッ

シュのないこと、及び顕著なイリデッセンスは、自に

見える強力な手がかりである。マジョリカの製品は養殖

真珠よりはるかに屈折率が低く(複屈折率もなく)、

さらに拡大して観察するとドリルホールの端が

不揃で、 X線写真が不透明なことも、鑑別の決定的な

手段となる。前歯の物を噛み切る先端で擦ると(養殖

または天然真珠のざらついた表面に対して)マジョリカ

の製品の表面が滑らかなのも決定的であるが、乙の

検査は損傷を与える可能性がある。

天然または養殖の宝石材の比較的安価な代用品として マジョリカ模造真珠は、通常の着用条件では耐久性が

模造真珠を選ぶ消費者はますます多くなっている。消費 あるようである。全体的に己れは、養殖または天然真珠

者が模造真珠をさらに受け入れるようになったのは、 の有効な代用品である。

大統領夫人パーパラ ブッシュのようにメディアで

目立つ人々の影響によるものとも言える。

マジョリカ模造真珠は、ガラスの核を魚のうろこから

抽出した混合物に何回も浸すというような、非常に

正確な工程で製造される。 i畳すごとにビーズを別々に

研磨する。最終的なコーティングでビーズが固くなり、

紫外線照射による変色から保護される。マジョリカの

製品を、樹脂塗料のコーティングを使用する他の模造

真珠と分けるのは、この工程である。

マジョリカ模造真珠には多くの色があり、形状やサイズ
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